
「良かれ」の落とし穴

あなたが大切に行動していただくおかげで
大切な患者さんの命が守られています。

京都大学病院が一体となって
一層安全・安心な医療を提供していきましょう。

良かれと思ってやったことが、思いもよらない結果となることがあります。

相手に言葉で伝え、情報共有することが大切です。

場面
１

看護師A：看護師Bさん忙しそう。この点滴作っておいてあげよう。
看護師B：この点滴中止になったのになぜ作ってあるの。

良かれと思い調製した注射薬ですが、薬価が7万２千円もする薬剤を無駄にしてしま
いました。

検査部：検査結果はまだか？の問い合わせが多く、良かれと思い暫定報告を行う
仕組みとしました。

診療科：暫定報告を最終報告と思い込み、危うく治療を開始しそうになりました。

良かれと思い暫定報告のシステムを導入しましたが、仕組みについて周知が足りませ
んでした。
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